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【序論】電流による磁壁の駆動は、新規な磁気メモリや論理素子への応用が期待されるスピントロニ

クスの新しい研究分野である。中でもレーストラックメモリは大容量かつ低消費電力を達成する磁気

メモリとして注目されている。しかしながら、大容量化には技術的に難しい三次元構造が必要である。

この研究では大容量化の異なるアプローチとして、希土類細線を重ねることで一つの細線に複数の磁

壁を書込み、マルチレベルを扱えるレーストラックメモリの作製を検討した。 

 

【実験方法】試料の成膜はスパッタリング装置を用いて行った。Pt (3 nm)/Tb-Co (4 nm)/Ta (4 nm)/Tb-Co 

(4 nm)/Pt (3 nm)の構造を持つ試料を堆積した。下部 Tb-Co 層と上部 Tb-Co 層は保磁力が異なるように

それぞれ Tbの組成を変更した。試料の細線への加工は電子ビームリソグラフィーとリフトオフ法を用

いて行った。加工した細線の幅は 3mである。この細線に 1sのパルス幅を持つパルス電流を印加す

ることで電流誘起磁壁移動を観察した。電流誘起磁壁移動はカー効果顕微鏡を用いて観察した。 

 

【実験結果】試料のホール効果を測定したところ、ヒステ

リシスは二段のループになっており、上部、下部 Tb-Co

層に相当するループが重なったものであることが分かっ

た。また、二つの層の間に磁気的な結合がないことも分か

った。ホール電圧はそれぞれの磁化状態を反映する４つの

値を取ることができ、マルチレベルを検出することが可能

であることを確かめた。次に、電流誘起磁壁移動を観察し

たところ、それぞれの層に相当する磁壁を駆動できること

が分かった(図 1)。また、この試料に細線長手方向へ面内磁場

を印加し、それぞれの層の磁壁移動速度を見積もったところ、

面内磁場に比例して磁壁速度が変化することが分かった。こ

れは、それぞれの層の磁壁がジャロシンスキー守谷相互作用

とスピンホール効果によって駆動されていることを示している。 
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図 1 Tb-Co 二層構造中の磁壁移動

を横から見た模式図と実際に観察し

た Kerr効果顕微鏡差分画像 
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